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郎」宛てて出されたものである。 「黒田仲太郎」というのは、黒田清輝と安藤仲太郎の両名を指すものと考えられるものの、宛名の誤りが故意であるのか過失であるのかは不明であるが、書簡の末尾にも明記されているとおり、本書簡は岡田 頼みに応じ、岡田の下 きに従って、 「石田」つまり石田益敏が代筆した。 ［
（］（明治二十九年十二月五日付）
と同
様、 奈良での近況を報告する書簡であるが、 滞在先 奈良に京都から「石田」
（石田益敏）
が来て、一緒に奈良を見物していたが、その翌日に風



























































































































































































































































御手紙被下、有がたく拝見致し候、いまた餘寒つよく御座 へとも、まづ〳〵御機嫌よく御入のよし 御㐂び申上候、扨て、私佛國行きニ付 其後如何の様子ニやと、日夜心配致し居候折柄、 細々との御手紙被下、誠に〳〵安心御陰さまニて私も衰弱ほゞ快腹致し、日々五六町づゝ運動致し居候間、最早帰京致し候へとも、差つかへ御座なくとそんじ候間 二十九日より當地出発、途中ニて一宿之うへ帰京之つもりニ御座候、萬事は帰京御目もじのうへ△










































































































































































御懇書拝讀、小生身上之義ニ付、一ト方ならず御尽力被下、千萬難有奉拝謝候、病勢も漸ク相衰へ候得共、未タ充分之氣力も不相付、専ら療養ニ罷有候、実ハ御来示之洋行時期等之儀、小生ヨリ院長へ相尋兼候処、幸ニ今般伯父中野健明御大葬ノ為出京ニ付、同人ヨリ院長へ承合呉候処、昨今之容体ナレバ、先ツ追々氣力相増シ、且壮年ニモ有之旁恢復モ早ク、今ヨリ向三十日前後ニ而退院、帰京可 叶、又帰京後順ヲ逐フテ恢復致候ハヽ 無論三月之末頃四月ノ初 、佛國行ハ差支無之トノ旨、院長ヨリ談話有之候由、伯父








であるとともに、岡田が黒田清輝や久米桂一郎と出会うきっかけになったのは、当時神奈川県令であった中野健明を訪ねて横浜の本牧を訪問したことであったという。 （ 「岡田三郎助年譜」および「中野多津像」作品解説『岡田三郎助展』図録 佐賀県立美術館編、二〇 四年）




















































山田分病院 （印 「山田分病院醫局」 ）




















ヶ月にわたる療養期間を そのすぐそばで心身 も 支え続けた が読みとれる。
明治三十年二月十四日付封書（十二一〇六）
（縦十七・七㎝、横七十四・八㎝）
度々御手紙被下誠に〳〵有難、深く奉謝上候、扨て、私佛國行きニ付て、貴下へ十日付の手紙を差上候ガ、岡倉校長ニ出し候手紙と日にち異ひ候ゆへ、御話被下候に御不都合は無御座やと心配致し、早速電報を相懸け候ガ、御覧被下候や、尤も校長ニハ、八日付けの御手紙を拝見のうへ、中村氏ニ相頼ミ、当月末二十八日迠ニ帰京 三 中旬ニ出発被致候と申上置候、もし私の実印御入用の事御座候ハヾ、私宅ニ御座候間何卒白瀧か和田 両氏ニ御託△











































































































































くのが苦手のようだった。そのため手紙など もっぱら八千代が代筆をした。なかでも本書簡の特徴は、後付けからわかるように、筆を執ったのが妻八千代であることが明らかにされており、文面 も 八千代が主人に代わり自分の言葉で書いた 読み取れる。こうしたことを含めて、この手紙は二人が新生活を始めてさほど時を経ない頃 ものであるように思われる。そ 後八千代は夫の口吻をまね 筆記し、妻は敢えてそ ことを 示する必要もなく、後付け 「内」が添えられることはな った。　
文面に見る「切地」は、岡田のフランス留学時から 関心事で、時代裂や着物
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